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● 経営情報（半期情報の開示について）

平成18年度上半期（平成18年4月1日～平成18年9月30日）における経営情報をお知らせいたします。

◆ 当組合の地域社会への取組みについて

当組合は、名瀬市・大島郡を除く、鹿児島県一円を営業地区とし、地元の中小零細事業者や住民

が組合員となって、お互いに助け合い、発展していくという相互扶助の理念に基づき運営されてい

る協同組合組織金融機関です。中小零細事業者や住民一人ひとりの顔が見えるキメ細かな取引を基

本としており、常にお客様（組合員）の事業の発展や生活の質の向上に貢献するため、組合員の利

益を第一に考えることを活動の基本としております。また、地域社会の一員として、当組合の経営

資源(人、物、カネ、情報)を活用し、地域社会の生活の質や文化の向上に積極的に取り組んでおり

ます。

◆　地域密着型金融推進計画

当組合は地域密着型金融推進計画を平成

17年8月に提出後、全役職員に対し、策定

した計画の趣旨、内容、実施スケジュール

等を周知徹底し、本計画への理解を深める

とともに、具体的な取組みに着手いたしま

した。

進捗状況については、「リレーションシ

ップバンキングの機能強化計画」を引き継

いだ項目も数多くあり、スケジュールに則

り着実に計画を実施しております。

※右記の項目ごとに営業店にて開示しておりますのでご

覧ください。

● 金融再生法開示債権及び同債権に対する保全額（単体）

区　　　分 債権額(A） 担保・保証等(B） 貸倒引当金（C） 保全額 （D）=（B）+（C） 保全率 （D）/（A）

破産更生債権及び

準 ず る 債 権

平成18年3月末 1,865 986 878 1,865 100.00%

これらに準ずる債権 平成18年9月末 1,857 988 869 1,857 100.00%

危 険 債 権
平成18年3月末 1,061 829 163 993 93.58%

平成18年9月末 949 749 110 860 90.66%

要 管 理 債 権
平成18年3月末 679 642 36 679 100.00%

平成18年9月末 695 681 14 695 100.00%

不 良 債 権 計
平成18年3月末 3,606 2,458 1,079 3,538 98.11%

平成18年9月末 3,502 2,419 994 3,414 97.46%

正 常 債 権
平成18年3月末 24,485

平成18年9月末 25,461

合 計
平成18年3月末 28,091

平成18年9月末 28,964

１．事業再生・中小企業金融の円滑化

(1)創業・新事業支援機能等の強化

(2)取引先企業に対する経営相談・支援機能の強化
(3)事業再生に向けた積極的な取組み
(4)担保・保証人に過度に依存しない融資の推進等
(5)顧客への説明態勢の整備・相談苦情処理機能の強化
(6)人材の育成

２．経営力の強化

(1)リスク管理体制の充実
(2) 収益管理態勢の整備と収益力の向上
(3 )ガバナンスの強化
(4)法令等遵守（コンプライアンス）態勢の強化
(5)ITの戦略的活用

３．地域の利用者の利便性向上

(1)地域貢献に関する情報開示
(2)地域の利用者の満足度を重視した金融機関経営の確立

(3)地域再生推進のための各種施策との連携等

（注）平成18年9月末の計数は、「金融機能の再生のための緊急処置に関する法律施行規則」第4条に規定する各債
権のカテゴリーにより分類し、以下の簡便な方法により算出しております。従って、平成18年3月末の計数とは算
出方法が異なるため、計数は連続しておりません。 〈平成18年9月末の算出方法〉

1．債務者区分については原則として平成18年3月末時点における自己査定による債務者区分を基準としております。ただし、4月1日から9月末までに倒産、不渡り等の客観的な事実によ
る債務者区分の変更等のあった債務者については、当組合の定める基準に基づく債務者区分見直し後の債務者区分によっております。

2．「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」の金額は、債務者区分でいう破綻先及び実質破綻先に該当する債務者に対する債権の合計です。

3．「危険債権」の金額は、債務者区分でいう破綻懸念先に該当する債務者に対する債権の合計です。

4．「要管理債権」の金額は、債務者区分でいう要注意先に該当する債務者に対する債権のうち、貸出条件を緩和している債権及び3か月以上延滞している債権の合計です。
5．「正常債権」の金額は、債務者の財務状態及び経営成績に特に問題がない債権であり、「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」、「危険債権」、

「要管理債権」以外の債権の合計です。

(単位：百万円)



● 単体自己資本比率（国内基準）

自  己  資  本  比  

率

平成18年9月末 〈参考〉平成18年3月末

7.97% 8.15%

◆ 自己資本比率の状況

自己資本比率は経営の健全性・安全性を示す代表的な指標のひとつです。海外に拠点を持たない金融機関は、

国内基準(4%以上)が適用されます。当組合の平成18年9月末の同比率は平成18年3月末より0.18ポイント減少
しておりますが、依然として国内基準を上回り、経営の健全性・安全性を維持しております。

● 預金・貸出金の状況（単体）

区　　　　　　分 平成18年9月末　(百万円 ) 〈参考〉平成18年3月末　(百万円 )

預金積金残高 48,180 47,157

貸出金残高 28,139 27,198

◆ 業務を通した地域貢献活動

預金積金においては少子化をテーマにした「すこやか積金」、環境問題等をテーマにした「第2回エコ定期預金」により、
商品提供を行いました。貸出金においては、7月から住宅金融公庫と提携して「フラット３５」の取扱いを開始しました。

● 貸出金業種別残高・構成比

業　　種　　別
平成18年9月末 〈参考〉平成18年3月末

金　　　額　(百万円 ) 構成比(%) 金　　　額　(百万円 ) 構成比(%)

製造業 2,098　 7.5 2,226　 8.2

農業 213　 0.8 209　 0.8　

林業 16　 0.1 13　 0.0

漁業 332　 1.2 299　 1.1

◆　お客様の預金について

　お客様からお預りした大切な預金は、地域の皆さまか

ら信頼をいただいている証であります。

　お客様の大切な財産の運用を安全に、確実に、お気軽

にご利用できますよう、目的や期間に応じて選択できる

各種預金を取り揃えております。

◆　地域のお客様へのご融資について

　当組合は、預金に対する責任に応えるべく、出資

者である組合員の皆さまへのご融資を基本として、

地元中小零細企業並びに一般勤労者の健全な発展と

地域社会の繁栄に向けて、小口多数利用に基づく融

資を心がけております。

鉱業 49　 0.2 45　 0.2

建設業 2,714　 9.6 2,626　 9.7

電気・ガス・熱供給・水

道業

42　 0.2 34　 0.1

情報通信業 1　 0.0 0　 0.0

運輸業 255　 0.9　 296　 1.1

卸売・小売業 3,866　 13.7 3,880　 14.3

金融・保険業 533　 1.9 535　 2.0

不動産業 2,678　 9.5 2,226　 8.2

各種サービス 2,911　 10.3 3,100　 11.4

その他の産業 36　 0.1 71　 0.3

小　　　　　　　計 15,752　 56.0 15,567　 57.2　

地方公共団体 438　 1.6 -　 -

雇用・能力開発機

構等

-　 - -　 -

個人（住宅・消費・納税資

金等）

11,949　 42.5 11,630　 42.8

合　　　　　　　計 28,139　 100.0 27,198　 100.0 

◆　地域中小零細企業へのご支援について

　厳しい経済環境の中、業績の低迷に苦慮されているお取引先や将来の不安を抱えているお客様に対し、金融面

はもとより、業績や財務の現状分析等による打開のための経営改善策のアドバイスなど、親身な支援を心がけて

おります。当組合は「地域密着型金融推進計画」の中で「事業再生・中小企業金融の円滑化」を第一に掲げ、取

引先に対する経営相談・支援機能の強化、事業再生に向けた積極的取組み、人材の育成などに役職員一丸となっ

て鋭意取り組んでおります。



● 有価証券の時価情報（単体）

◎満期保有目的の債権で時価のあるもの

平成18年9月末　(百万円 ) 〈参考〉平成18年3月末　(百万円 )

貸借対照

表

計上額

時　価

差額 貸借対照

表

計上額

時　価

差額

うち益 うち損 うち益 うち損

社債 - - - - - - - - - -

その

他

2,295 2,153 ▲142 7 149 2,397 2,212 ▲185 3 189

合計 2,295 2,153 ▲142 7 149 2,397 2,212 ▲185 3 189

◆貸出金以外の運用

当組合はお客様のご預金を、融資のほかに有価証券による運用も実施しております。運用には、リスク分散を

充分に検討した上で、かつ金利情勢、価格変動リスク等を考慮し、バランスのとれた運用を心がけておりま

す。

◎その他有価証券で時価のあるもの

　

平成18年9月末　(百万円 ) 〈参考〉平成18年3月末　(百万円 )

取得原

価
時価

評価差額 取得原

価
時価

評価差額

うち益 うち損 うち益 うち損

株式 525 486 ▲39 17 57 243 262 19 26 6

債券 1,215 1,208 ▲6 6 13 3,003 2,956 ▲47 6 53

国　債 223 221 ▲1 3 5 2,203 2,174 ▲28 3 32

地方

債

- - - - - - - - - -

社　債 992 987 ▲5 2 8 800 781 ▲18 2 21

その

他

3,795 3,710 ▲84 126 211 3,580 3,544 ▲36 131 167

合計 5,536 5,405 ▲130 151 282 6,827 6,763 ▲64 163 227

● 取引先への支援等

◆他業態との連携による融資実績（平成18年4月~9月）

協 調 融 資 4件 5,000万円
創業支援融資 5件 1,300万円

◆交流・親睦（平成18年4月~9月）

6/24～6/28 興人会 中国研修旅行

7/21 ※合同 名刺交換会

9/15 興人会 9月例会・講演会
9/22 同人会 観月会

● その他の地域貢献活動（平成18年4月~9月）
4/22 第14回チャリティゴルフコンペ
4/24 鹿児島市2団体へチャリティを一部寄付
7/16 照国通り会ボランティア清掃(～7/17)
8/5 枕崎・港まつり参加

9/10 しんくみの日・清掃ボランティア

9/23 第12回こうしんカップ少年サッカー大会

● トピックス（平成18年4月~9月）
◆5/12　05懸賞付定期預金抽選会
◆6/10　新入生教育研修
◆6/23　第53期総代会開催
◆7/  3　フラット35取扱開始
◆7/21　谷山支店新築起工式
◆8/19　簿記講習会開始(～10/18)
◆9/16　生命保険取扱説明会開催

(谷山支店新築起工式)

(興人会9月例会・講演会)

当組合は、お取引先の経営支援・育成を強化するため、役職員の研修会・勉強会を随時開催しております。その

内容は、支援企業に対しての金融をはじめとする､あらゆる面からのお手伝いとして反映しております。


